
吉
川
ま
ち
づ
く
り
自

治
協
議
会
は
、
３
月
28

日
・4
月
24

日
と
理
事

会
を
開
催
し
、
令
和
2

年
度
の
と
り
ま
と
め
と

令
和
3
年
度
の
事
業
計

計
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

第
7
回
理
事
会
で
は
、

議
案
の
背
景
と
し
て
吉

川
工
業
団
地
西
側
区
域

内
開
発
に
係
る
動
き
を

整
理
。
進
出
企
業
の
マ
イ

ク
ロ
ン
社
の
動
き
が
確

実
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
総

会
に
議
案
と
し
て
所
有

不
動
産
処
分
等
に
関
す

る
案
件
を
提
出
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

組
織
整
備
と
し
て
、
農

林
業
部
会
の
役
割
が
明

確
で
な
い
と
の
指
摘
を

受
け
、
ま
ち
づ
く
り
部

会
と
の
役
割
を
整
理
し
、

名
称
を
環
境
保
全
部
会

に
変
え
、
里
山
と
自
然

環
境
を
守
る
活
動
を
関

係
者
と
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
ま
す
。

小
学
校
南
側
の
学
校

田
の
隣
地
を
駐
車
場
と

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市

民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

活
動
応
援
事
業
の
支
援

を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、

地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
で
作
業
に
取
組
む
こ

と
の
了
解
を
頂
き
ま
し

た
。第

8
回
理
事
会
で
は
、

最
初
に
、
前
回
理
事
会

時
点
で
想
定
さ
れ
な
か

っ
た
変
異
株
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況

か
ら
、
総
会
を
集
合
方

式
で
開
催
す
る
こ
と
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・ス
ク
ー

ル
準
備
会
を
４
月
20

日
、

関
係
者
15

名
が
出
席
し

地
域
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

２
回
目
の
テ
ー
マ
は
、

吉
川
小
学
校
の
特
色
つ

く
り
の
中
で
、
地
域
の
子

育
て
に
つ
い
て
出
席
者
か

ら
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

断
念
し
、
昨
年
同
様
の

書
面
決
議
方
式
で
実
施

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

合
わ
せ
て
、
5
月
22
日

に
予
定
し
た
区
民
運
動

会
の
中
止
を
了
解
。
以

後
の
イ
ベ
ン
ト
は
そ
の
都

度
協
議
す
る
こ
と
と
し

地
元
法
人
か
ら
は
、
事

業
に
関
連
し
た
こ
と
で

協
力
で
き
る
こ
と
。
学

校
か
ら
は
、
地
域
そ
の

も
の
が
学
び
の
ス
テ
ー

ジ
、
吉
川
の
学
び
を
創

る
会
を
立
上
げ
取
組
む
。

ま
し
た
。

そ
の
後
、
通
常
総
会
議

案
書
を
全
会

一
致
で
承

認
し
会
員
宅
に
配
布
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

理
事
会
で
は
、
今
年
度

か
ら
始
ま
る
東
広
島
市

学
生
協
働
支
援
隊
及
び

Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
、
小
規
模
を

活
か
し
、
里
山
と
企
業

群
と
い
う
多
様
性
が
反

映
で
き
れ
ば
。
市
教
委

か
ら
、
準
備
会
を
立
上

げ
検
討
す
る
営
み
は
稀

有
。
ま
と
め
に
期
待
。
等

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
林
座
長

は｢

子
供
・家
庭

・地
域

に
利
が
あ
る
こ
と
、
小
規

模
の
利
点
活
用
。
地
域

の
将
来
像
の
な
か
で
子

供
の
将
来
を
考
え
る
こ

と｣

を
強
調
さ
れ
「地
域

が
好
き
、
地
域
を
愛
し

て
大
事
に
思
う
各
々
の

立
場
で
膨
ら
ま
せ
よ
う
」

と
今
後
の
展
開
を
呼
び

掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

学
生
交
流
促
進
事
業
を

積
極
的
に
受
入
れ
、
地

域
活
性
化
と
学
生
へ
の

寄
与
を
確
認
し
ま
し
た
。

な
お
、
8
回
理
事
会
に

は
、
新
地
区
長
・自
治
会

長
が
陪
席
し
話
合
い
に

参
加
し
ま
し
た
。

吉川まちづくり自治協議会

令和3年4月25日(2021-1)

発行者:吉川まちづくり自治協議会
☎082-429-1879(吉川地域センター内)

yoshikawajitikyo@outlook.jp

【第２回コミュニティスクール準備会】

吉川まちづくり自治協議会
令和３年度通常総会開催のご案内

吉川地区自主防災会
第４回通常総会開催のご案内

令和3年度の総会をご案内いたします。
新型コロナウィルス感染の終息が見通せな

い状況にありますが、組織としての年度決算
等は、５月末までに総会にて承認を頂き行政
機関への届け出が必要です。
このような状況から、今年度も総会は、昨

年同様の書面決議方式で実施します。
お集まりいただく代わりに、議案書に対し

て書面表決書をもって賛否を明らかにしてい
ただく方法とします。

ご提出いただく「書面表決書」の受付締切は
５月１５日(土)午後５時とします。

《審議をお願いする議案》
第1号議案:令和2年度事業報告/決算報告/監査報告
第2号議案:令和3年度事業計画(案)/予算(案)
第3号議案:所有不動産処分等に関する議案
第4号議案:特別会計(基金)制定に関する議案
第5号議案:吉川地区自主防災会議案
第6号議案:令和3年度役員の選任に関する議案

以上
令和3年4月26日

地縁団体吉川まちづくり自治協議会
会長 村主 武彦

追記：議案書・書面表決書は、4月29日より
ご自宅にお届けします。

学生連携の模様 上：活
性化PJT 下：吉川探索

吉
川
体
育
振
興
会
を
中
心
に
検
討
が
行
わ
れ
、
感

染
防
止
の
視
点
で
令
和
3
年
度
区
民
運
動
会
を

中
止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

【17回(3/27)理事会の模様】

駐車場整備
始まる



“よしかわだより”に関するお問い合わせは、吉川まちづくり自治協議会にご連絡下さい。

４
月
４
日
、
吉
川
全
域

で
通
称
川
切
り
作
業
を
2

４
５
名
が
参
加
し
、
実
施

し
ま
し
た
。

吉
川
工
業
団
地
西
側
区

域
内
地
権
者
会
第
６
回
役

員
会
を
４
月
11
日
開
催
し

ま
し
た
。

会
議
に
は
、
役
員
９
名
、

説
明
員
と
し
て
市
産
業

部
・マ
イ
ク
ロ
ン
社
の
関
係

者
８
名
、
５
名
の
陪
席
者

が
参
加
し
て
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

話
合
い
テ
ー
マ
①
、
個
別

交
渉
（２
月
15
日
以
降
の

動
き
）に
つ
い
て
、
マ
イ
ク
ロ

ン
社
側
か
ら
「地
権
者
は

19
件
あ
る
が
、
13
件
は
説

明
が
終
わ
り
、
計
画
の
賛

同
は
得
て
い
る
。
足
並
み

が
整
っ
た
時
点
で
契
約
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

テ
ー
マ
②
マ
イ
ク
ロ
ン
社

の
開
発
計
画
に
つ
い
て
同

社
は｢

造
成
計
画
を
参
考

図
と
し
て
示
す
。
平
地
、
緑

当
日
は
時
折
強
く
雨
が

降
る
空
模
様
で
し
た
が
、

生
活
排
水
路
を
中
心
に
泥

上
げ
や
清
掃
作
業
を
実
施

し
ま
し
た
。

こ
の
作
業
は
、
年
２
回
行

わ
れ
、
次
回
は
９
月
５
日

で
、
戸
坂
川
・古
河
川
等
の

護
岸
の
草
刈
り
や
生
活
排

水
路
の
清
掃
を
行
い
ま
す
。

地
、
森
林
等
を
残
す
。
墓

地
は
移
転
し
北
側
に
代
替

エ
リ
ア
を
設
け
た
い
。
今
後

墓
石
所
有
者
の
意
向
調
査

を
行
う
為
の
説
明
会
も
開

催
す
る
の
で
協
力
を
得
た

い｣

こ
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

会
議
で
は
、
地
権
者
側
か

ら
想
定
さ
れ
る
問
題
点
等

を
提
起
し
協
議
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
第
６
回
会
議
の

第
８
回
吉
川
史
跡
保
存

会
を
４
月
２
日
、
15
名
で

開
催
し
ま
し
た
。

７
講
め
は
、
吉
川
古
地

図
に
記
載
さ
れ
た｢

火
窯｣

を
知
る
手
が
か
り
を
学
ぶ

た
め
、
東
広
島
郷
土
史
研

究
会
の
福
村
博
士
さ
ま
か

ら｢

三
ツ
城
古
墳
等
の
賀

茂
台
地
の
古
墳
群｣

と
題

し
て
古
墳
時
代
の
話
を
メ

イ
ン
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

資
料
が
な
く
特
定
は
で

き
な
い
が
、
火
窯
と
あ
る

の
は
横
穴
式
古
墳
と
推
測

で
き
る
こ
と
。
７
１
４
年

頃
下
野
原
に
筒
島
神
社
の

前
身
の
小
祠
が
あ
っ
た
こ

ま
と
め
と
し
て
、
①
引
続

き
誠
意
を
も
っ
て
地
権
者

と
対
応
す
る
こ
と
、
②
課

題
は
、
地
権
者
会
で
情
報

共
有
し
解
決
を
図
る
。
③

墓
地
移
転
は
、
地
権
者
会

と
し
て
も
か
か
わ
っ
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
会
議
を

終
了
し
ま
し
た
。

と
、
三
ツ
城
古
墳
は
４
０

０
年
代
初
頭
に
築
か
れ
、

そ
の
頃
横
穴
式
古
墳
が
九

州
か
ら
拡
が
っ
た
こ
と
。

６
４
６
年
に
古
墳
を
作
る

こ
と
を
禁
止
さ
れ
る
ま
で

の
全
国
各
地
の
古
墳
と
特

徴
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

吉
川
の
火
窯
の
所
在
は

不
明
で
す
が
、
古
墳
時
代

の
吉
川
の
様
子
を
想
像
で

き
る
話
で
し
た
。

次
回
５
月
７
日
は
、
吉

川
の
歴
史
が
分
か
る
物
を

持
ち
寄
り
、｢

時
代
を
遡
っ

て
み
よ
う｣

で
話
合
う
こ

と
と
し
ま
し
た
。

第
３
回
八
本
松
地
域
関

係
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
が
、
八
本
松
エ
リ
ア
の

サ
ロ
ン
・通
い
の
場
、
民
生

児
童
委
員
協
議
会
、
介
護

支
援
事
業
所
の
他
、
市
・

市
社
協
等
の
行
政
関
係
者

が
集
ま
り
、
３
月
25

日
、

八
本
松
地
域
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
地
域
の
高

齢
者
福
祉
の
現
状
を
情
報

共
有
し
、
集
い
の
場
の
活

動
に
反
映
す
る
こ
と
等
を

話
合
い
ま
し
た
。

4
月
21

日
吉
川
ス
ポ
ー

ツ
広
場
で
は
、
ふ
れ
あ
い
の

里
杯
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

暑
い
ほ
ど
の
日
差
し
の
も

と
、
地
域
住
民
30
名
が
プ

レ
ー
し
交
流
し
ま
し
た
。

大
会
は
木
下
健
敏(

市
条)

さ
ん
が
優
勝
し
ま
し
た
。

吉
川
ま
ち
づ
く
り
女
性

部(

波
光
洋
子
会
長)

は
、

４
月
23

日
吉
川
ス
ポ
ー
ツ

広
場
に
部
会
員
な
ど
28
名

が
参
加
し
た
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
会
員
間
の
親
睦
を
深

め
る
大
会
は
、
村
主
十
千

子
さ
ん
が
優
勝
し
、
終
了

し
ま
し
た
。

吉川まちづくり自治協議会 令和3年4月25日(2021-01)

東広島市市民活動情報サイト「すきかも」もご覧ください
https://www.higashihiroshima.sukikamo.jp/


